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※ドイツ本国がミラノのEuroCucinaにて2024/4/16に配信したプレスリリース和訳版となります 

No. 050/2024 

Miele、再びEuroCucinaに出展 -五感に訴える直感的な

ブースコンセプトで登場 

 Mieleが誇るエレガントなデザインと125年の歴史をクローズアップ 

 時代の鼓動を映す新しいカラー「パールベージュ」と「オブシディアンブラック マ

ット」が登場 

 3つ星シェフ、ノルベルト・ニーダーコフラー氏によるサステナブルな料理体験 

ドイツ・ギュータースロー/イタリア・ミラノ発、2024年4月16日 ドイツのプレミアム家電

ブランドMiele（ミーレ）は、主にコロナ禍の影響による6年間の中止期間を経て、125周年

を迎えた今年、ミラノで開催される世界で最も重要なキッチン見本市「EuroCucina」に戻

ってきました。約1,000平方メートルの展示ブースでは、これまでにないブランドプレゼン

テーションと製品プレゼンテーションを行います。「The Pulse of Every Kitchen」（あら

ゆるキッチンの鼓動）をモットーに、ブース来場者には刺激的な旅が待っています。主な内

容は、快適でサステナブルな生活を彩る新しい2つのカラーとデジタル機能です。 
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Mieleブース来場者は、魅力的な光のインスタレーションが設置された「イグニッションゲ

ート」を通り抜けた後、「Miele 125周年」「スマートホーム」「サステナビリティ」とい

う3つのメインテーマの旅が始まります。そこから、来場者は展示ブースの中心部に到達し

ます。ここでは、新しいカラー「パールベージュ」と「オブシディアンブラック マット」

のほか、最新スマートホームの特徴も展示します。これらは、キッチンにさらなる利便性、

贅沢さ、持続可能性をもたらします。どちらも雰囲気のある空間に埋め込まれており、ミニ

マリスティックなデザインとインタラクティブなデジタル要素を駆使したこれまでにないブ

ース作りが来場者を刺激します。ブースデザインは、Miele製品がほぼあらゆる空間にビル

トインことを示しており、個々のデザインオプションのインスピレーションを与えます。 

大型のアニメーションLED画面では、ネットワークドホームの最新イノベーションを紹介し

ます。Mieleのビルトイン調理機器は、間違いなく上手にできる便利な調理、食品ロスの回

避、ユーザーの省エネ行動といった課題に対し、独自のソリューションを提供します。例え

ば、最良の結果を得るためのMealSyncやSmart Food ID、ユーザーの行動や電力と水の消費

量への影響を最大限に透明化するConsumption Dashboardなどがあります。 

エレガントなデザインとサステナビリティをクローズアップ 

Mieleの食器洗い機の新しいバスケットデザインは、再利用可能なストローやリターナブル

ボトルを安全に保管するオプションなど、これまでにない方法でサステナビリティを実現し

ています。FrontFit食器洗い機は、インテリジェントなドア機構により下部の隙間を小さく

ことができ、どのようなキッチンデザインにもうまく溶け込みます。ハンドルレスArtLineシ

リーズのビルトイン調理機器の新しい2つのカラーは、人目を引きます。パールベージュ

は、グレーとベージュをブレンドした温かみのあるカラーです。オブシディアンブラック 

マットは、マットな質感が好まれる傾向に応えるものです。どちらのカラーも、暗めのトー

タルコンセプトで、あるいは明るめの環境内のエレガントなアクセントとして、個性的かつ

調和的に統合できます。 

さらに、Mieleは新世代のシーリングファン内換気フードやヘッドフリーデザインを展示し

ます。天井埋込型は、特にオープンプランの調理空間と生活空間に調和し、新しい照明コン

セプトと天井にほぼフラットに設置できる点が特長です。一方、頭上空間を開放するヘッド

ルームフードはさらにコンパクトなデザインにより、特に背の高い人が調理時に自由に動き

やすく、コンクリート調または緑青ブロンズ調の追加カラーオプションが用意されていま

す。 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

3 
 

南チロルの3つ星シェフ、ノルベルト・ニーダーコフラー（Norbert Niederkofler）氏は、他

に類を見ない創造的でサステナブルな料理を象徴する存在です。その彼が火曜日と金曜日に

Mieleブースで、地元の食材と自身のゼロウェイスト哲学にこだわった料理を振る舞う予定

です。水曜日と木曜日には、Mieleの料理専門家であるアルバート・ヤン・ファン・サント

ブリンク（Albert-Jan van Santbrink）とソフィア・ノイエンドルフ（Sophia Neuendorf）が

料理プログラムを補完します。 

ユーロクチーナ2024に出展されるMieleの新製品の詳細については、こちら（英語版）をご

覧ください。 

※当プレスリリースに掲載の製品、アプリ機能、カラーについて、日本での発売・導入は未

定です。 

 

本記事には5枚の写真が付いています 

写真1：Mieleは、約1,000平方メートルの展示ブースで、これまでに

ないブランドプレゼンテーションと製品プレゼンテーションを行いま

す。「The Pulse of Every Kitchen」（あらゆるキッチンの鼓動）をモ

ットーに、ブース来場者には刺激的な旅が待っています。展示の中心

は、快適で持続可能な生活を彩る新しい2つのカラーとデジタル機能

です。  （写真提供：Miele） 

写真2：Mieleブース来場者は、魅力的な光のインスタレーションが

設置された「イグニッションゲート」を通り抜けた後、「Miele 125

周年」「スマートホーム」「サステナビリティ」という3つのメイン

テーマの旅が始まります。（写真提供：Miele） 

 

写真3：Mieleブース来場者は、魅力的な光のインスタレーションが

設置された「イグニッションゲート」を通り抜けた後、「Miele 125

周年」「スマートホーム」「サステナビリティ」という3つのメイン

テーマの旅が始まります。（写真提供：Miele） 

 

 

 

 

https://www.miele.de/en/m/press-releases-312.htm?taxlevel1=e3&year=2024&sub-e1=&sub-e2=&sub-e3=e49&sub-e4=
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写真4：Mieleブース来場者は、魅力的な光のインスタレーションが

設置された「イグニッションゲート」を通り抜けた後、「Miele 125

周年」「スマートホーム」「サステナビリティ」という3つのメイン

テーマの旅が始まります。（写真提供：Miele） 

 

写真5：大型のアニメーションLED画面では、ネットワークドホーム

の最新イノベーションを紹介します。Mieleのビルトイン調理機器

は、成功が保証された便利な料理、食品ロスの回避、ユーザーの省エ

ネ行動といった課題に対し、独自のソリューションを提供します。

（写真提供：Miele） 

 

 

 

 


